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山本善捷 
H病はその身体症状である舞踊病様運動と共に精
神障害もまた重要な症状であるが，新たな 2症例を
診る事が出来たので，森が主に身体症状を，余は精
神障害を主lζ報告する。
症例 I 大O昭0，合， 37才
生来呑気な性格であったが，時にひどく我を張る
様な事があったと云う。昭和 32年，両手不随意運
動と共lと，落ち付きの無い全く我ままな性格とな 
り，非常識な行動が見られる様になった。更に昭和
35年頃から些細な事で興奮したり，衝動行為，抑制 
困難等いわゆる情動変調が認められ，理解力減退と
年頃から被害念39昭和 こ。7共に症状は増悪して来 
慮，関係念慮等の症状が出現すると共に痴呆化も著
明になって来た。また舞踊病様運動も全身性とな
り，激しさを増じた。なお，遺伝的負因は，既に森
の報告の如く極めて濃厚な家系である。
症例I 津O道0，合， 5才
生来小心で、極めて敏感な性格であったが，昭和 32
年，腰部不随意運動の出現後，約 1年を経て，上述
の性格特徴が更に顕著になって来た。昭和 35年頃
から，記銘力減退，感情鈍麻等が出現すると共に痴
呆化が著明となって来た。なお，遺伝的負因は調査
中であるが，現在の所，認められず，一応孤発例と
思われる。
考察
上述の第 I例では，まずH病発病と共に，感情易
刺激性，興奮，易怒性γ 気分易変性等 Kehrerの云
ういわゆる Choreopathieが出現し，それが著明に
なると共に被害念慮，関係念慮，当意即答等いわゆ
る狭義の精神症状が出現し，それらと相まって痴呆
化に陥った様な症例である。すなわち，典型的な
Choreopathieと共に本来の性格とは別種の psy-
chotischな変化を呈しているのが特徴的である。
第 I例i乙対して第I例の場合は， H病発病後，本来
の性格が更に顕著になると共に，別種の精神症状を
呈する事なくそのまま痴呆に陥ってしまったのが特
徴的な症例である。次に上述2倒の経過と精神症状
との関係を考察して見ると，本邦報告例では，性格
の顕性化，人格変化，痴呆化等に就いて詳細に記載
しであるものは意外に少いが，信頼すべき文献だけ
を基にすると，次の事が明らかで、ある。
① 運動障害児先行する精神障害は，本来の性格
が顕著になり，易刺激性，興奮，爆発，好事等 
Kehrerのいう Choreopathieの傾向が強く見られ
る (24/91宇 26%)。
② 運動障害に続く精神障害は，ほとんどが痴呆
化である (60/91キ 66%)。すなわち，叡智面の障害
が主である。
本症例の内，第 I例では，運動および精神障害が
ほぼ同時に始っているが，上述の分類に従えば，①
に該当し，第I例では，運動障害が先行し，次いで
痴呆が出現し，②に該当すると考えられる。おのお
のは，本邦の各種文献とほぼ一致している。
結 論
一般に系統疾患の末期においては，大部分の場合
に痴呆化が見られる事からも，痴呆化がH病特有の
精神障害とは考え難く，むしろ先行する症状および
初期l乙見・られる人格の変容乙そ重要視すべきものと
考えられる。乙の点，第I例の孤発例と異り，第 I
例の如く累代発現を見ている濃厚な家系において
は，同一家系内の患者各々の精神症状を比較検討す
る必要があり，森の述べた如く，身体症状における
家系内類似性の有無と関連して，特に興昧ある問題
であると考える。
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